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大野市総合教育会議 

 

日時：平成３０年８月１０日（金） 

午後５時～ 

場所：大野市役所大会議室 

 

１ 開会 

 

２ 市長あいさつ 

 

３ 協議事項 

 （１）大野市教育に関する大綱について 

 

 

 

 

 

 （２）その他 
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＜出席者＞ 

              市 長            石 山 志 保 

 

              教育長            久 保 俊 岳 

 

              教育長職務代理者       洞 口 幸 夫 

 

              教育委員           清 水 美那子 

 

              教育委員           關  園 子 

 

              教育委員           麻 生 博 之 

 

     事務局      政策局長           清 水 啓 司 

 

              結の故郷創生室長       真 田 正 幸 

 

              教育委員会事務局長      山 田 靖 子 

 

              教育総務課長         横 田 晃 弘 

 

              学校教育審議監        千 田  佐 

 

              生涯学習課長         中 村 吉 孝 

 

              〃 課文化振興室長      中 村 りえ子 

 

              〃 課スポーツ振興室長    多 田 直 人 

 

              教育総務課企画主査      竹 田 雄 次 

 

 

＜傍聴者＞                  ９人 
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１ 開会 

【教育総務課長】ただいまから、本年度第１回の大野市総合教育会議を開催させていた

だきます。 

まず、総合教育会議につきましてご説明とご確認をさせていただきます。総合教育

会議は、地方公共団体の長と教育委員会が十分な意思疎通を図り地域の教育の課題や

あるべき姿を共有して教育行政の推進を図ることを目的に、平成２６年の地方教育行

政の組織及び運営に関する法律の改正により設置されたものです。この法律により会

議の構成員は、地方公共団体の長と教育委員会と定められています。 

また、協議事項としましては、３点ございます。１点目が教育大綱の策定に関する

協議、２点目が教育の諸条件の整備、その他の教育の振興を図るため重点的に講ずべ

き施策についての協議ならびに調整、３点目が児童生徒等の生命または身体に被害が

生じたり、生ずる恐れがあると見込まれたりする緊急の場合に講ずべき措置について

の協議ならびに調整をすることと定められております。また、総合教育会議自体は執

行機関ではございませんので、議決をする場ではございません。 

本日の会議は、先ほど申し上げました２点目の教育の諸条件の整備、その他の教育

の振興を図るため重点的に講ずべき施策についての協議に該当し、教育大綱について

の自由な意見交換を行うことを目的に開催させていただくものでありますので、ご理

解のほどよろしくお願いいたします。 

それでは、市民憲章と教育理念の唱和をお願いいたします。 

 ――＜市民憲章と教育理念の唱和＞―― 

                  教育総務課長主唱 

 

２ 市長あいさつ 

【教育総務課長】それでは、市長のごあいさつをお願いいたします。 

【市長】大野市長の石山志保です。よろしくお願いいたします。本日は総合教育会議

を開催させていただきましたところ、教育委員の皆様には大変お忙しい中お集まり

いただきありがとうございます。また、平素から子どもたちの教育の充実発展や生

涯学習の推進、文化芸術の振興など大変なご尽力を賜っておりますことを心から感

謝申し上げます。私は、市政運営におきまして、教育、人づくりが重要施策の一つ

であると考えております。そのような意味で教育委員会の皆様方には重要な役割を

担っていただいているところです。総合教育会議については、先ほど説明がありま

したが、平成２６年の全国的な教育委員会制度改革により設置されたものでござい

ます。大野市では、やさしく、かしこく、たくましい大野人の育成を目指して本市

が策定いたしました教育に関する大綱がございますが、市長部局と教育委員会部局

が一緒になって考え、それぞれの責任と役割を着実に果たしていくことが重要であ
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ると思っております。本日は、私と教育委員の皆様との初めての会合となります。

皆様と意見交換をさせていただきたいと思っておりますので、どうかよろしくお願

いいたします。 

 

３ 協議 

【教育総務課長】ありがとうございました。ここからの進行は大野市総合教育会議設置

要項の規定に基づき、市長にお願いいたします。 

【市長】若輩者ではございますが、規定でございますので議長を務めさせていただきま

す。本日は９人の傍聴を許可しましたので、よろしくお願いします。 

協議に入ります前に、私からお伝えしたいことがございます。まず、小中学校の再

編のことでございます。大野市小中学校再編計画は、平成２９年１月に教育委員会に

おいて策定されております。ですが、計画の策定後、平成２９年３月議会におきまし

て再編推進協議会の開催費用などを盛り込みました小中学校整備基本構想策定事業

予算が否決され、それ以降、約１年半も議論が進まなかったという現状がございます。

そういったことと合わせまして、今回、私の選挙活動におきまして、地域の方々から

計画策定を急ぎすぎたのではないかという意見が多く聞かれ、地域の方々の理解を得

ながら進めていく必要があると私自身が感じて参りました。 

一方、現状として子どもたちの人数を見ますと、小学生、中学生ともに減少してお

り、小学校の複式学級数も１０学級となっております。私は、このような本市におけ

る少子化の現状を考えますと、子どもたちにより良い教育環境を提供するため小中学

校の再編は必要であると訴えて参りました。市長選挙を経まして、小中学校再編計画

についてようやく前向きに進めていける段階になったと感じております。そのために、

校数や再編時期、方法などについて検討し見直すことが必要であると考えているとこ

ろです。まずは、地域の方々の意見を改めてお聞きすることから始めていただけたら

ありがたいと考えております。 

もう１点、文化会館の整備についてでございます。現在、基本計画案のとりまとめ

作業を進めているところと伺っております。新たな文化会館は平成２９年２月に基本

構想が策定され、文化芸術振興の拠点と位置付けられました。基本計画の策定という

ことで現在取りまとめに当たっておられますけれども、本市の厳しい財政面を考慮し

ながら座席数を含めた施設規模の見直しや維持管理、運営方法の検討を進められ、ま

た、文化芸術振興の拠点としてより多くの方々に利用していただける施設を目指して

いただけたらと考えております。私の思いを協議の前にお伝えさせていただきました。 

それでは、協議進行に移らせていただきます。本日の協議事項でございますが、大

野市教育に関する大綱についてを議題とさせていただいております。大野市教育に関

する大綱は、平成２８年３月に策定し今年で中間年を迎えております。また、構成メ
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ンバーの中で教育長、教育委員、そして市長も代わっております。そのようなことか

ら、私が先ほど申し上げました思いも含めまして大綱についてご意見等をお伺いして

いきたいと思います。 

【教育長】協議に入ります前に、教育委員会を代表しまして一言ごあいさつ申し上げた

いと思います。今ほどは市長からのお言葉ありがとうございます。我々としましても

先ほどのごあいさつにありましたように、子育て、それから教育、これが市長の非常

に大きな施策の一つでありますし、市民の皆様からの期待も非常に大きい項目でござ

います。そういう中での教育委員会ということで、非常に身の引き締まる思いでござ

います。慎重に丁寧に進めていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

【市長】教育に関する大綱でございますので、教育委員会の皆様、市長部局の私ども、

この大綱の方針に沿って進めて、それぞれの責任、役割を果たしていくということに

なります。 

【洞口委員】大綱は平成２８年の３月作成でございます。私も真剣になって協議して参

りましたので、それを思い出してどうこうというわけではございません。差し当たっ

て、これに対する意見というのは改めてはございません。市長のおっしゃったお考え

も十分含まれていると思いますので、このとおり進めればいいのではないかと思いま

す。 

【市長】こういう形で確認させていただけるとありがたいと思っておりましたので、ぜ

ひともまた大綱に沿って教育行政を進めていけるようよろしくお願いいたします。 

【教育長】市長から先ほど学校再編、それから文化会館等を中心にお話をいただきまし

た。この会議は、教育委員会と市長部局との調整、連携をとる場でございます。市長

からきちんとお伝えいただきましたので、教育委員会としましてもしっかり受け止め

させていただき、慎重丁寧に対応して参りたいと思います。どうぞよろしくお願いい

たします。 

【市長】それぞれの役割、責任において、きっちり進めていくということで確認できた

と思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

４ その他 

【市長】それでは、その他に移らせていただきます。教育委員会の方から、何かござい

ますでしょうか。 

【洞口委員】先ほど、市長の小中学校再編についての思いをお聞きしました。今後も地

域の方々の意見を充分にお聞きしながら進めていただきたいという話でした。我々も

これまで、何十回となく地域に入って説明会をし、色々な意見を聞いてきました。そ

ういう中で、さらにもう少し踏み込んでというお考えだと思いますが、具体的に市長



 

6 

の頭に浮かぶことがありましたら教えていただきたいと思います。 

【市長】計画作りにおいては３年半かけてこられたということは私も承知していますが、

最終案が出てきた後の段階での浸透が足りなかったのではないかと思っております。

先ほど申し上げた少し急ぎすぎたのではないかという思いは、最後の計画案について

というところであります。 

【洞口委員】分かりました。 

【清水委員】市長選を通じられて、色々な方から色々な意見をお聞きされたと思います

が、特に感じられたことはありますか。 

【市長】一つは、学校再編について関心が高いということです。それと同時に、意外と

学校再編計画そのものを読まれた方は少なかったのではないかという思いがしまし

た。学校再編の話題が盛り上がったのでご存知なのですが、内容について深くご理解

いただけていたかというと、なかなか浸透していなかったのではないかという部分が

ございます。学校再編については賛成という方が多く、全くやめろというような方々

は極々少なく、再編は必要だというお考えの方が多かったと思います。そうした意味

でもう一度学校再編について皆様で議論していける、そうした場になったのではない

かと思っています。 

今日は始まりの場だと思っています。市長選挙におきまして、市民の皆様方の総意

の方向性を見極められたということがあり、再活動を始められる段階になったと思い

ますのでよろしくお願いいたします。 

事務局から、何かありませんか。 

【教育委員会事務局長】特にございません。 

 

 閉会 

【市長】急なお呼び出しであったと思いますが、お集まりいただきましたこと、そして

私の思いを聞いてくださってありがとうございます。これで、本日の会議を終了いた

します。本日はありがとうございました。 

 

                             午後５時２５分終了 


